
A-23 鈴鹿関

三関配置図（画像シート）

対象学年・教科
小学校6年社会科
中学校社会科：歴史的分野

東大寺古文書 伊勢国計会帳
（複製）

木契（複製）

鈴鹿関跡周辺航空写真（画像シート）

瓦出土遺跡分布（画像シート）

〔592×422〕

箱〔350×58×52〕
中〔315×2350〕

〔592×842〕

〔842×592〕

箱〔205×143×70〕
中〔92×15×30が２個〕

１年間に伊勢国が発行・受領した書類の一覧です。

伊勢国がどんな書類を発行・受領したのか、そこに漏

れはないかということを、１年に１度中央官庁（太政

官）で調査するために作成されていました。

宝永６年(1709)６月２１日の東山天皇から中御門天皇への

譲位の際に行われた固関（関の門を閉めること）のために作

成された木契の複製です。

発掘調査をした場所や土塁・築地が見つかった場所などを

記した航空写真です。

鈴鹿関跡と同系文様の瓦（重圏文軒丸瓦）が伊勢国内で

いくつか見つかっています。その分布図です。

すずかのせき

律令で定められた三関は、伊勢鈴鹿関（三重県亀山市）・美濃不破

関（岐阜県関ケ原町）・越前愛発関（福井県敦賀市あたり）です。そ

れぞれ、東海道・東山道・北陸道上で、国境付近に設けられました。

その位置を示したものです。

＜書かれている内容についての解説書が入っています＞
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